
５
時
30
分
ご
ろ
解
散
予
定
。
大
型

バ
ス
使
用
。
筆
記
用
具
を
持
参
。

昼
食
は
用
意
し
ま
す
。

▼
３
月
11
日
Ã
（
必
着
）
ま
で
に
、

は
が
き
に
「
環
境
見
学
会
希
望
」

と
参
加
者
全
員
の
住
所
・
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・
小
学
校
名

（
新
学
年
）
を
記
入
し
「
〒
181
―

８
５
５
５
三
鷹
市
役
所
ご
み
対
策

課
見
学
会
担
当
」
へ
申
し
込
む
。

定
員
48
人
。
定
員
を
超
え
た
場
合

は
抽
選
（
当
選
者
の
み
に
３
月
18

日
Ã
ま
で
に
連
絡
）。

∞
環
境
対
策
課
ò
内
線
２
５
２

４
・
ご
み
対
策
課
ò
内
線
２
５
３

５

２００２・３・３�　リサイクルカレンダー配布　建築物防災週間 広報

収
集
日
程
が
、
お
住
ま
い
の
地
区

ご
と
に
記
入
さ
れ
て
い
て
、
可
燃

ご
み
に
つ
い
て
は
ご
自
分
で
記
入

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
カ
レ
ン
ダ
U

を
活
用
し
、

ご
み
減
量
へ
の
関
心
を
高
め
、
ご

み
の
出
し
方
、
資
源
物
の
出
し
方

の
再
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
な

お
、
３
月
29
日
–
ま
で
に
各
家
庭

に
届
か
な
か
っ
た
り
、
違
う
収
集

地
区
の
も
の
が
届
け
ら
れ
た
り
し

た
場
合
に
は
、
ご
み
対
策
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

∞
ご
み
対
策
課
リ
サ
イ
ク
ル
係

ò
内
線
２
５
３
３
〜
２
５
３
５

ら
、帽
子
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

今
回
の
講
習
会
は
、
東
京
ア
U

ト

ク
ラ
フ
ト
協
会
講
師
の
小
竹
嘉
子

さ
ん
を
お
招
き
し
て
開
催
し
ま

す
。

▽
３
月
17
日
À
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
、
同
工
房
で
。
使
わ
な
く
な

っ
た
着
物
の
帯
（
帯
の
無
い
方
は

こ
ち
ら
で
用
意
し
ま
す
の
で
、
申

込
み
の
際
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
）
。
裁
縫
道
具
一
式
・
布
用
は

さ
み
・
昼
食
持
参
。

▼
同
工
房
へ
直
接
ま
た
は
電
話
で

申
し
込
む
（
留
守
電
で
は
受
け
付

け
ま
せ
ん
）
。
先
着
10
人
（
前
回

参
加
さ
れ
た
方
は
ご
遠
慮
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

∞
同
工
房
（
水
・
木
・
土
・
日

曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
開

館
）
ò
34
―リ

３サ

１イ

９ク

６ル

実
施
し
て
き
た
も
の
で
す
。

長
い
間
の
ご
愛
顧
に
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

４
月
以
降
も
何
ら
か
の
新
し

い
形
で
宅
配
を
実
施
で
き
な
い

か
、
有
志
で
検
討
中
で
す
。

∞
三
鷹
ふ
れ
あ
い
宅
配
サ
U

ビ
ス
受
注
セ
ン
タ
U

ò
０
１
２

０
―
319
―
246
・
¿
０
１
２
０
―

319
―
247

け
て
使
っ
て

い
た
だ
く
も
の

で
、
カ
レ
ン
ダ

U

部
（
日
付
欄
）

に
不
燃
ご
み
、

資
源
物
（
空
き
び

ん
・
空
き
缶
・
古
紙
・
古
着
）
の

市
で
は
、
「
平
成
14
年
度
版
リ

サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン
ダ
U

」
を
作
成

し
、
市
内
の
全
世
帯
に
配
布
し
ま

す
（
新
聞
折
り
込
み
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）。

こ
の
カ
レ
ン
ダ
U

（
折
り
た
た

み
の
大
き
さ
Ａ
４
判
）
は
壁
に
か

◇
展
示
・
受
付

３
月
９
日
—
〜

16
日
—

◇
抽
選
会
　
３
月
17
日
À
午
前
11

時
か
ら

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房
で
は
、

粗
大
ご
み
の
中
か
ら
選
ん
だ
家
具

な
ど
の
「
掘
り
出
し
物
」
を
今
月

も
抽
選
に
よ
り
提
供
し
ま
す
。

申
込
時
に
官
製
は
が
き
（
郵
便

料
本
人
負
担
）
を
ご
用
意
く
だ
さ

い
。
こ
の
は
が
き
に
よ
り
、
「
当

選
・
落
選
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

当
選
さ
れ
た
方
は
、
抽
選
日
の
翌

日
曜
日
ま
で
に
所
定
の
手
続
き
を

済
ま
せ
、
当
選
品
を
持
ち
帰
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

抽
選
は
公
開
抽
選
で
す
が
、
駐

車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

抽
選
時
の
車
で
の
来
館
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

∞
同
工
房
（
水
・
木
・
土
・
日

曜
日
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
開

館
）
ò
34
―リ

３サ

１イ

９ク

６ル

使
わ
な
く
な
っ
た
着
物
の
帯
か

リサイクル

市民工房

３月の「掘り出し物」

抽選

①
講
座
「
ペ
イ
オ
フ
時
代
の
お

役
立
ち
マ
ネ
U

プ
ラ
ン
術
〜
貯

蓄
・
保
険
か
ら
年
金
ま
で
」

▽
３
月
14
日
œ
午
前
10
時
〜
正

午
、
消
費
者
活
動
セ
ン
タ
U

で
。

講
師
は
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ

ラ
ン
ナ
U

の
中
野
裕
司
さ
ん
。

平
成
11
年
11
月
の
ス
タ
U

ト

以
来
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
ご

愛
顧
い
た
だ
い
て
き
た
「
三
鷹

ふ
れ
あ
い
宅
配
サ
U

ビ
ス
」は
、

３
月
16
日
—
の
宅
配
を
も
っ

て
、
現
在
の
方
式
で
の
事
業
を

終
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
市
内
の
50
余

り
の
商
店
や
生
産
農
家
な
ど
が

つ
く
る
事
業
化
推
進
協
議
会
が

農
林
水
産
省
の
支
援
を
受
け
て

「
三
鷹
ふ
れ
あ
い
宅
配
サ
ー
ビ
ス
」

終
了
の
お
知
ら
せ

②
先
進
的
処
理
施
設
見
学

▽
３
月
19
日
Õ
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
３
時
30
分
。
コ
U

ス
は
市
役

所
〜
ホ
テ
ル
ニ
ュ
U

オ
U

タ
ニ
の

残
飯
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ン
ト
ほ
か

〜
昼
食
〜
秋
葉
原
電
気
街
〜
市
役

所
（
経
路
変
更
の
場
合
あ
り
）
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
使
用
。
昼
食
代
１

千
600
円
。

▼
３
月
４
日
Ã
か
ら
消
費
生
活
係

ò
内
線
２
５
４
５
へ
直
接
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
む
。
先
着
20
人
。

２
回
１
コ
U

ス
、
②
の
み
の
申
し

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
（
①
の
み
は

可
）。

勤
労
者
福
祉
サ
U

ビ
ス
セ
ン
タ

U

は
、
市
内
の
中
小
企
業
の
み
な

さ
ん
を
対
象
に
、福
利
厚
生
事
業
、

余
暇
レ
ク
リ
エ
U

シ
ョ
ン
や
共
済

Ｅ
メ
U

ルm
itaka-r@

lily.ocn.
ne.jp

へ
申
し
込
む
。

東
京
都
三
鷹
労
政
事
務
所
主

催
。

▽
①
賃
金
・
賞
与
・
退
職
金
＝
３

月
18
日
Ã
、
②
配
転
・
出
向
・
転

籍
・
人
事
考
課
・
降
格
＝
20
日

Œ
、
③
セ
ク
ハ
ラ
判
断
基
準
と
企

業
対
応
＝
22
日
–
。
い
ず
れ
も
午

後
２
時
〜
５
時
、
武
蔵
野
商
工
会

館
４
階
市
民
会
議
室
で
。

▼
同
事
務
所
ò
47
―
８
２
３
１
・

市
に
は
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断

助
成
制
度
お
よ
び
木
造
住
宅
耐
震

改
修
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
ま
ち
づ
く
り
建
築

課
ò
内
線
２
８
６
７
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
建
築
物
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
】

◆
廊
下
や
階
段
な
ど
に
、
避
難
す

る
と
き
障
害
と
な
る
物
を
置
い
て

い
な
い
か
。

◆
広
告
板
は
し
っ
か
り
固
定
さ
れ

て
い
る
か
。

◆
外
壁
の
タ
イ
ル
な
ど
は
、
は
が

れ
て
い
な
い
か
。

建
築
物
防
災
週
間
３
月
１
日
〜
７
日

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街
を
つ
く
ろ
う

建
築
物
の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
は
日
ご
ろ
か
ら

■
木
造
建
築
物
の

耐
震
対
策

昨
年
９
月
に
発
生
し
た
新
宿
区

歌
舞
伎
町
の
火
災
で
は
、
一
瞬
に

し
て
多
く
の
被
害
者
が
で
る
大
惨

事
と
な
り
、
建
物
の
日
ご
ろ
の
安

全
管
理
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ

ま
し
た
。

「
建
築
物
防
災
週
間
」
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん
に
、
建
築
物
に
関

す
る
防
災
知
識
の
普
及
や
周
知
を

図
る
た
め
に
年
２
回
（
３
月
と
９

月
）
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
安
全

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
街
を
つ

く
る
た
め
、
こ
の
機
会
に
建
築
物

の
安
全
チ
ェ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ

う
。

な
ど
の
給
付
を
行
っ
て
い
る
団
体

で
す
。
運
営
は
会
費
、
三
鷹
市
か

ら
の
補
助
金
な
ど
に
よ
り
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

◆
会
員
資
格

市
内
の
中
小
企
業

（
従
業
員
数
300
人
以
下
、
商
業
・

サ
U

ビ
ス
業
は
50
人
以
下
）
に
勤

務
す
る
勤
労
者
と
そ
の
事
業
主
。

ま
た
、三
鷹
市
内
に
居
住
し
、中
小

企
業
に
勤
務
す
る
勤
労
者
が
個
人

で
加
入
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▼
入
会
は
随
時
受
付
。
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
、
職
員
が
説
明
に
伺

い
ま
す
。

∞
¬
三
鷹
市
勤
労
者
福
祉
サ
U

ビ
ス
セ
ン
タ
U

ò
47
―
５
１
５
２

庫
な
ら
び
に
信
用
金
庫

く
わ
し
く
は
生
活
経
済
課
ò
内

線
２
５
４
４
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

国
土
交
通
省
で
は
、
東
京
外
か

く
環
状
道
路
（
関
越
道
〜
東
名
高

速
間
）
の
計
画
に
つ
い
て
、
現
在

み
な
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

意
見
の
中
に
は
環
境
に
つ
い
て

の
も
の
も
多
く
あ
り
、
今
後
議
論

し
て
い
く
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
、
大
気
な
ど
の
現
況
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

◆
調
査
期
間
・
地
点

◇
動
植
物
＝
３
月
上
旬
（
井
の
頭

公
園
、
玉
川
上
水
、
中
央
道
と
接

続
す
る
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
予
定
地

周
辺
、
そ
の
ほ
か
の
公
園
、
河
川

な
ど
〈
予
定
〉）

◇
大
気
質
＝
４
月
末
〜
５
月
下
旬

（
北
野
地
区
２
カ
所
）

∞
国
土
交
通
省
川
崎
国
道
工
事

事
務
所
ò
044
―
888
―
６
４
１
５

春
休
み
の
１
日
を
利
用
し
て
、

「
環
境
」
や
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
に

つ
い
て
、
親
子
で
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。

見
学
先
は
、
川
崎
市
の
東
洋
ガ

ラ
ス
株
式
会
社
と
横
浜
市
の
東
京

ガ
ス
環
境
エ
ネ
ル
ギ
U

館
。
色
別

に
積
み
上
げ
ら
れ
た
ガ
ラ
ス
く
ず

（
カ
レ
ッ
ト
）
か
ら
製
品
に
な
る

ま
で
の
リ
サ
イ
ク
ル
と
、
地
球
環

境
や
エ
ネ
ル
ギ
U

に
つ
い
て
の
展

示
や
話
を
通
じ
て
「
省
エ
ネ
ル
ギ

U

の
暮
ら
し
」
を
学
び
ま
す
。

対
象
は
、
市
内
在
住
・
在
学
の

小
学
生
（
新
４
年
生
以
上
）
と
保

護
者
（
保
護
者
１
人
に
小
学
生
２

人
ま
で
を
１
組
と
し
ま
す
）
。
小

学
生
の
み
の
参
加
は
不
可
。

▽
３
月
26
日
Õ
午
前
８
時
30
分
市

役
所
出
発
（
雨
天
決
行
）
、
午
後

◆
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
ひ
び
割

れ
、
倒
壊
の
危
険
は
な
い
か
。

◆
病
院
・
マ
ン
シ
ョ
ン
・
店
舗
な

ど
多
く
の
人
が
利
用
す
る
建
物

で
、
市
の
指
定
す
る
も
の
は
、
定

期
的
に
調
査
・
検
査
し
て
い
る

か
。

◆
地
震
に
備
え
、
建
物
の
耐
震
診

断
・
改
修
を
行
い
、
安
全
性
を
確

認
し
て
い
る
か
。

∞
建
築
指
導
課
ò
内
線
２
８
２

４
〜
２
８
２
６

春休み親子見学会

環境やごみのこと
考えてみよう¿

ガラス工場とエネルギー館の見学

リ
サ
イ
ク
ル
市
民
工
房

「
着
物
の
帯
か
ら

帽
子
を
作
る
講
習
会
」

若者向け悪質商法被害防止共同キ

ャンペーンの一環として、特別相談

電話「若者のトラブル110番」を開

設します。

３月７日œ・８日–
午前10時～正午・午後1時～4時

特別相談電話ò47―9042

（消費者活動センター消費者相談コーナー）

３月26日Õ

市
に
は
勤
労
者
の
み
な
さ
ん
を

対
象
と
し
た
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
用
途

教
育
費
、
医
療
費
、
出

産
費
、
冠
婚
葬
祭
費
、
物
品
購
入

費◆
限
度
額

100
万
円
（
た
だ
し
物

品
購
入
費
は
70
万
円
）

◆
取
扱
金
融
機
関

市
内
労
働
金

ミ
ヨ

ミ
ヨ

地
を
潜も

ぐ

り
銀
座
の

さ
よ
り

食
い
に
け
り

高
見
　
　
勝

梅
一
輪
「
子
犬
あ
げ
ま
す
」
と
札
下
げ
て

拝
司
　
園
子

春
寒
や
文
書
に
荒
き
拇
印
押
す田

中
　
淑よ

し

子こ

梅
褒
め
て
つ
い
で
に
友
の
衣
装
ほ
め

南
　
　
み
ち

百
歳
は
い
ま
だ
熟
年
寒
苺
　
大
竹
ハ
ル
子

梅
が
香
に
十
七
文
字
を
遊
ば
せ
り

根
岸
　
　
操

梅
の
園
言
葉
は
い
ら
ぬ
老
夫
婦牧

　
　
文
子

立
春
や
ひ
と
り
く
む
茶
は
濃
く
熱
く

大や
ま

和と

谷だ
に

慈し
げ

子こ

縋す
が

る
絵
馬
母
娘
で
結
ぶ
梅
天
神板

橋
ク
ラ
子

己
が
身
を
天
に
委ゆ

だ

ね
て
浮
寝
鳥寺

田
　
登
代

痛
む
歯
に
水
で
攻
め
来
る
冬
将
軍

田
中
　
源
賛

雪
の
富
士
真
近
に
家
庭
裁
判
所久

ヶ
谷
幸ゆ

き

子

お
だ
や
か
に
老
梅
咲
き
て
過
疎
す
す
む
　

中
山
　
信
義

冬
の
檻
火
種
の
ご
と
き
眼
の
二
つ

小
泉
　
秀
夫

初
牛
や
子
等
の
吉
例
あ
ん
ず
あ
め

大
久
保
英
一

落
椿
置
き
た
る
如
く
点
在
し

山
中
　
勝
枝

梅
が
枝
の
隙
き
間
隙
き
間
の
空
の
瑠
璃
　

寺
岡
美
由
　

寒
の
明
け
ひ
び
割
れ
餅
を
捨
て
あ
ぐ
ね

浅
沼
仁き

美み

子こ

箱
根
路
や
東こ

風ち

に
は
た
め
く
茶
屋
幟

赤
木
　
き
よ

ジ
ブ
リ
バ
ス
極
彩
色
に
春
立
ち
ぬ

佐
野
み
さ
を

（
選
者
　
　
井
上
　
弘
）

◆
３
月
句
会
の
お
知
ら
せ

３
月
10
日
À
午
後
１
時
か
ら
駅
前
地
区

公
会
堂
で
。
参
加
費
１
千
円
、
兼
題
「
春

風
」
ほ
か
当
季
雑
詠
。
ど
な
た
で
も
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。
く
わ
し
く
は
大や

ま

和と

谷だ
に

宅

ò
46
―
９
８
２
０
へ
。

三
鷹
俳
句
会
２
月
の
秀
句

三
鷹
市
芸
術
文
化
協
会
加
盟
の

短
歌
会
、
俳
句
会
の
作
品
を
順
次

掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
悪
質
商
法
、
断
る
勇
気
」

若
者
の
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
を
開
設

春
の
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー

ペ
イ
オ
フ
講
座
と

施
設
見
学

勤
労
者
等
生
活
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん

労
働
法
セ
ミ
ナ
ー

最
近
の
労
働
判
例

東
京
外
か
く
環
状
道
路
の

現
況
調
査
を

実
施
し
ま
す

入
会
し
ま
せ
ん
か

¬
三
鷹
市
勤
労
者
福
祉

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー


